
心配ごと相談開催
　日常生活の中で、心配ごと・悩みごとな
どのある人は、お気軽にご相談ください。
　相談は無料です。なお、定員があります
のでお早めにお申し込みください。

■と き	 ５月12日㊋午前10時〜
■と こ ろ	 ふれあいセンター
■定 員	 ４人（予約が必要です）
■相 談 時 間	 １人30分
■料 金	 相談は無料です。
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社協だより もやい社協だよりもやい

・ 長洲町社会福祉協議会（☎78-1440）

行政区 寄付者名 物故者名
鷲　巣 馬場磨智子 馬場　忠泰
新　町 安場　静代 安場　　忠
西荒神 前田　一朗 前田　義子
出　町 吉村ミツエ 吉村　重成
梅　田 島田恵美子 島田　幸弘
大明神 水本　隆司 水本　朱美
下　東 松岡　　淳 松岡カツ子
清源寺 竹本　　茂 竹本　節夫
清源寺 尾田多逗子 尾田　清志
兵庫県 古澤　良典 古澤　國典
梅　田 東　　俊正 東　　貞子
梅　田 濱北　　陽 濱北　キミ
高　田 中山トミエ 中山　　勲
新　山 浮島　幸恵 浮島　　修
中　町 桑野　礼子 桑野　邦弘
清源寺 浦田　深耕 浦田ハツエ
葛　輪 德永　　潔 德永　ナミ
上沖洲 松岡　健司 松岡ハツ子
葛　輪 手島　　汎 池上　貞子
梅　田 左村　　励 左村　カメ
駅　通 隅倉　知廣 隅倉　レン
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赤十字運動月間
　5月1日〜5月31日の期間 【赤十字運動月
間】として、全国的なキャンペーンが実施さ
れます。赤十字の理念や活動への理解をお願
いし、赤十字の活動を支える社員として参加
いただけるよう、皆さんのご支援とご協力を
お願いいたします。
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福
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こ
の
協
定
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、
町
内
で

大
規
模
な
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発
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し

た
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当
社
協
が
「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
態
勢
の
確

保
や
円
滑
で
効
果
的
な
救

援
活
動
を
実
施
す
る
事
が

で
き
る
よ
う
、
町
と
連
携

し
て
被
災
者
等
の
生
活
安

定
に
寄
付
し
災
害
が
起
き

た
時
の
備
え
に
対
す
る
意

欲
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
災
害
に
強
い
ま
ち
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
町
や
地
域
住
民
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化

が
急
速
に
進
む
中
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大
き
く
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核
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つ
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一
方
で
地
域
住
民
の
皆
様
に
よ
る
、
ふ
れ
あ
い
地
区
社
協
が

35
行
政
区
で
設
置
さ
れ
、
地
域
住
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の
活
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拠
点
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あ
る
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等
の
改
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予
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と
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、
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。

　
本
計
画
は
、「
長
洲
町
地
域
福
祉
計
画
の
理
念
で
あ
る
「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
思
い
や
り
・
助
け
合
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の
あ
る
地
域
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く

り
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を
、
住
民
「
自
助
」
地
域
の
「
互
助
」、
制
度
の
「
共
助
」

で
実
現
す
る
た
め
に
、
前
計
画
を
踏
襲
し
「
誰
も
が
福
祉
活
動

に
参
加
し
・
皆
で
支
え
合
い
・
ふ
れ
あ
い
学
び
あ
う
地
域
」
を

計
画
の
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
活
動
計
画
を
作
成
し
ま
し
た

災害ボランティアセンター設置及び運営に関する調印式


